
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

六
月
の
公
園
整
備
は
一
日
（
日
）
及
び
十

五
日
（
日
）
で
す
。
花
壇
整
備
、
清
掃
、

施
肥
、
潅
水
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

六
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
四
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
二
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
九
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 
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ユリオプスデージー！ 

五
月
四
日
（
日
）
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の 

最
中
で
し
た
が
、
会
員
十
三
名
の
参
加
に
よ

り
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
（
公
財
）
グ

リ
ー
ン
バ
ン
ク
よ
り
配
布
を
い
た
だ
い
た
、

セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
ト
レ

イ
に
播
種
、
静
岡
市
花
と
緑
の
街
づ
く
り
協

議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
、
オ
キ
ザ
リ
ス
・
デ
ッ

ペ
イ
の
球
根
を
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
花
壇
へ
植

え
付
け
、
春
到
来
で
急
に
増
え
て
き
た
雑
草

の
除
草
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
気
温
が
二
十
七
度
と
な
り
、
会
員
の
皆
様

も
さ
す
が
に
疲
労
困
憊
と
な
り
、
短
時
間
で

作
業
を
終
了
し
ま
し
た
。 

にぎやかな花壇に！ 

新緑の茶畑！ 

公
園
整
備
！ 

青空の下で球根の植栽！ 

毎年恒例の播種作業！ 

『
山
笑
う
・
・ 

四
季
の
山
々
』 

 

春
の
季
語
に
「
山
笑
う
」
が
あ
る
。 

大
好
き
な
言
葉
で
す
。
一
斉
に
芽
吹
い
た

木
々
が
山
を
覆
い
力
強
い
緑
が
輝
く
さ
ま
を

よ
く
ぞ
表
現
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
緑
の

色
の
豊
富
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
毎
年
こ

の
時
期
な
る
と
、
も
う
笑
い
始
め
る
ぞ
と

山
々
を
眺
め
、
毎
日
が
た
の
し
く
な
る
。

「
春
山
淡
治
に
し
て
笑
ふ
が
如
く
、
夏
山
蒼

翠
と
し
て
滴
る
が
如
く
、
秋
山
明
浄
に
し
て

装
ふ
が
如
く
、
冬
山
惨
淡
と
し
て
眠
る
が
如

し
」
北
宋
の
郭
煕
の
漢
詩
で
す
。
春
ー
山
笑

う 

夏
ー
山
滴
る 

秋
ー
山
装
う 

冬
ー 

山
眠
る 

凄
い
で
す
ね
。
で
も
静
岡
人
の
私

に
は
八
十
八
夜
の
茶
の
香
り
、
茶
畑
の
新
緑

に
青
い
空
と
白
い
雲
、
吹
き
来
る
風
。
こ
の

季
節
、
こ
の
す
が
す
が
し
さ
が
た
ま
り
ま
せ

ん
。 


